
岩名古墳
　古墳時代終末期（7世紀）につくられた、

円墳です。岩槻藩の儒学者・児玉南柯の日

記に古墳に関する記述があり、江戸時代

から古墳として知られていたようです。　

　昭和45年（1970）に野田市郷土博物館に

よって調査が行われ、直径は約 20ｍで、

周囲には溝が掘られていることがわかり

ました。横穴式の石室が残っており、直刀

や鉄鏃などの副葬品が発見されました。

　平成7年（1995）に野田市の史跡に指定さ

れ、公園として整備されています。

 アクセス：まめバス　北ルート堤台／中ルート

　　　　　　「堤台松山」下車徒歩約5分

史跡（野田市指定）

市内の遺跡をご紹介！

　　　　　　　　　　　いわ　　　　　　　　　　　　　　　　な　　こ　　　　　　　　　　　　　　　　　　ふん

　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ　　　　　　　　だいしゅうまつ　　　　　き　　　　　　　　　せい　　　　　き

　　　　　　えん　ぷん　　　　　　　　　　いわつき　はん　　　じゅがくしゃ　　　　　　　　　こ　　　　　　　だまなん　　　　　　　か　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　にっ

　　　　　　　　　　　　　き　　　　　　　　　　かん　　　　　　　　　　　　　　き　　　　　　じゅつ　　　　　　　　　　　　　　　え　　　　　　　　　　　　　ど

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し

　　　　　　　　　　　　　　　　しょう　　　　　　　　わ　　　　　　　　　ねん　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　だ　　　　　　　　　　　　　　し　　　　　　きょう　　　　　　ど　　　　　　　　　はく　ぶつ　　かん

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ちょう　　　　　さ　　　　　　　おこな　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ちょっけい　　　　　　　　　　　　　　　　やく

しゅう　　　　　　　　い　　　　　　　　　　　　　　　みぞ　　　　　　　　　　ほ

　　　　　　　　よこあなしき　　せきしつ　　のこ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ちょくとう

　　　　　　　てつぞく　　　　　　ふくそうひん　　　　はっけん

　　　　　　　　へい　せい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し　　　　　　　　せき　　　　　　　し　　　　　　　てい

　　　　　　　　　　こう　　えん　　　　　　　　　　　　　　　　せい　　　　　　　び
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